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自然をたいせつにし、美しいまちをつく

りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし

ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを

つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう

１
１
１覇
１
１

篭行と編集醐熟西詐舗灘簡印刷藤枝印刷所

｜
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ｰ画

Ｉ
母
の
日Ｉ

芝の上で楽し

く遊んでいる

親子づれ

3， 50 0芝の上 人 参加が

市
営
野
球
場
を
５
月
皿
日
（
母
の
日
）

に
一
日
開
放
し
、
親
子
づ
れ
な
ど
３
，

５
０
０
人
が
集
合
、
五
月
晴
れ
の
楽
し

い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
児
童
の
雌
全
育
成
と
親
へ
の

理
解
を
深
め
、
尊
敬
を
養
う
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
、
「
み
ん
な
、
と
も
だ
ち
運

動
」
を
高
萩
市
、
市
教
育
委
員
会
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。

午
前
、
時
開
場
と
同
時
に
ど
っ
と
外

野
芝
生
に
設
け
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ナ
ー
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
落

書
コ
ー
ナ
ー
・
写
生
コ
ー
ナ
ー
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て

自
分
の
体
力
を
た
め
し
な
ど
自
由
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
母
親

が
輪
を
つ
く
り
「
お
か
あ
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
」
と
母
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ペ
ン
ダ
ン
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
の
舞
台
で

は
、
チ
エ
リ
ー
ズ
の
楽
団
の
バ
ン
ド
演

奏
の
あ
と
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
ゑ
の

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
が
出
現
大
声
で

叫
ぶ
子
や
魔
女
の
怖
い
顔
を
ゑ
て
泣
き

だ
す
子
も
い
ま
し
た
。

み
ん
な
友
だ
ち
運
動

関
連
記
事
四
・
ヘ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
一
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春
の
交
通
安
全
運
動
率
蕊
議
蕊
》

』

認

堤

浮

『

ｆ

呂

弗

畦

詔

“

』

、

蕊

ｂ

『

咄

鎌

晶

〈

』

誼

『

Ⅱ

叩

誕

鍔

薄

奄

識

霊

群

挫

即

撰

籍

奄

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
初
日
の
蕊
悪
霊
蕊

燦軸四坪恥踊四群５月蛇日に高萩駅前で、市長をは蕊溌舞じめ、交通安全協会、交通安全母簿琴一選一

凹

純

調

恥

哩

抽

四

目

ｂ

器

一

』

凡

『

里

の
会
、
高
萩
警
察
署
が
い
っ
し
ょ
に
、
、
嬢
，
《
ゞ
；
ゞ

調

率

語

郵

雑

《

帥

一

部

咄

畢

》

ホ
ッ
ト
・
ド
ッ
ト
を
く
ば
り
、
事
故
防
篭
蕊
蕊
聡

止
を
訴
え
ま
し
た
。

計守峠籍』〉判笥即ホット・ドットをくばる高萩市長▼熟一

》

》

や

押

峠

琴

串

酎

峠

１
１
Ｆ

三支部へ団旗など贈る 駅
前
で
呼
び
か
け

卦
団
旗
授
与
式

鍵蕊

高
萩
地
区
交
通
少
年
団
団

旗
授
与
式
が
５
月
、
日
、
高

萩
市
中
央
公
民
館
で
あ
ら
た

に
松
岡
小
分
団
（
妬
名
）
秋

山
小
分
団
（
訓
名
）
が
加
わ

っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
で
交
通
少
年
団
員
は
４
９

９
名
と
な
り
ま
し
た
。

団
旗
３
旗
は
下
君
田
共
有

林
管
理
委
員
会
（
代
表
・
鈴

木
重
忠
氏
）
か
ら
即
万
円
の

団
旗
を
掲
げ
市
内
を
・
ハ
レ
ー
ド

雪。
琴;舞灘

識
勢 厳

蕊
悪

ｑ
市
内
パ
レ
ー
ド
す
る
少
年
団

寄
付
を
う
け
て
つ
く
り
高
萩
市
、
北
茨

城
市
・
十
王
町
の
各
支
部
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
高
萩
地
区
交
通
安
全

協
会
常
任
理
事
・
鈴
木
勝
正
氏
か
ら
団

活
動
費
と
し
て
、
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

授
与
式
の
あ
と
、
県
警
察
音
楽
隊
に

よ
っ
て
、
市
役
所
か
ら
高
萩
駅
前
ま
で

。
〈
レ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
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灘 鷲

花
貫
ダ
ム
は
、
工

業
用
水
、
上
水
道
用

水
、
農
業
用
水
確
保

と
治
水
の
た
め
の
多

目
的
ダ
ム
と
し
て
完

成
さ
れ
、
総
貯
水
量

二
八
八
万
ト
ン
を
保

有
し
、
そ
の
機
能
を

発
揮
し
て
お
り
ま
す

さ
る
五
月
一
日
花

貫
ダ
ム
に
貯
水
さ
れ

た
水
が
満
水
に
な
り

四
十
八
年
三
月
完
成

以
来
初
め
て
放
流
し ！

瀧懲蕊蕊

坪

〈
一
‐

ま
し
た
。

ダ
ム
に
貯
水
さ
れ
た
水
は
、
利
用
計

画
を
も
と
に
水
位
を
上
下
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
、
水
門
を
あ
け
て
川
へ
水
を
流

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

蕊
特
に
六
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
異

常
降
雨
や
、
台
風
に
よ
る
、
こ
う
水
の

多
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
こ
の
調
節
の

た
め
放
流
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す

放
流
す
る
と
急
に
水
か
さ
が
増
し
ま

す
の
で
、
放
流
警
報
が
出
ま
し
た
ら
危

険
で
す
か
ら
川
へ
は
絶
対
に
入
ら
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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州
稲
作
転
換

前
年
度
よ
り
、
引
続
き
転
作
し
て
い
Ⅷ

農
林
課
よ
り

る
水
田
（
但
し
五
十
年
度
で
州

り
／
五
年
以
内
）
又
は
本
年
あ
ら
杣

Ｍ
稲
作
転
換
と
は
、
水
稲
か
ら
他
作
わ
た
に
転
作
す
る
水
田
に
つ
い
岬

込

州
物
を
作
っ
た
り
農
業
用
の
施
設
に
か
あ
て
も
、
補
助
金
交
付
対
象
に
仙

州
え
た
り
、
山
林
に
し
て
植
林
し
た
り
で
な
り
ま
す
の
で
、
部
落
生
産
岬

岬
、
果
樹
園
養
魚
池
等
に
転
換
す
る
こ
年
組
合
長
さ
ん
に
申
出
て
く
だ
Ⅷ

小
と
を
さ
し
て
い
ま
す
。

叩
稲
作
転
換
に
よ
る
補
助
金
対
象
は
今
さ
い
．（
生
産
組
合
の
な
い
と
こ
例

岬
今
年
が
最
終
年
次
で
（
五
十
年
度
）
ろ
は
、
農
林
課
に
報
告
し
て
く
だ
さ
”

州
一
応
五
年
間
の
補
助
事
業
が
終
り
に
い
。
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●
坪
詫
託
跨
舞
．
韓
強
龍
陛

癖

の
放
流

鷺 ①
放
流
約
一
時
間
前
に
花
貫
川
流
域
に

設
置
し
た
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

（
１
分
吹
鳴
、
、
秒
間
休
止
で
６
分

加
秒
間
）

②
放
流
の
時
報
は
約
８
分
前
に
ダ
ム
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

（
１
分
吹
鳴
、
、
秒
休
止
で
８
分
如

秒
間
）

③
放
流
約
訓
分
前
か
ら
花
貫
川
流
域
の

皆
さ
ん
に
は
、
警
報
車
で
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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捜
蒋
鰯
瑠
塑
翌
嘩
鯉
唖
謬
呼
、
仲
淵
、
写
り
学
閣
再
醗
宰
超
器
曙
夢
甜
挿
踊
零
茜

由
日
日
５
＄
●
閤
角
，
、
酔
閂
旦
暮
串
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凸
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醒
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・
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５
号
叫
弓
●
げ
、
●
暉
白

警
報
の
吹
鳴
．
｜
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発
行
に
な
っ
た
点
字
市
報

具 さる4月23日高萩ロータリークラ
蓄
異プ（会長花園教之）のみなさんが老
莫

零人いこいの家ことぶき荘に10年生に
異

頁 なる吉野ザクラ20本を寄贈し植栽し
ぎ

異 ました。 このサクラを同園の四方へ
薫

署植栽し来春には満開に咲き、おとし
晶

貰 よりや一般、かたがたに観賞され
署

異ることでしょう。

字

蕊
占
J，、､b

字
市
報
を
発
行

鍵 凸二ｷﾛ』

『』

’4 凸
；｡』〈.G

ﾆ『

世曾F
E急?』

｡
rJE

晶
ニ ニ

1F

異
ニニ市

内
の
目
の
不
自
由
な
方
で
、
点
字

を
解
読
で
き
る
人
を
対
象
に
、
点
字
市

報
を
毎
月
一
回
（
五
月
号
よ
り
）
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
点
字
市
報
は
、
日
頃
点
字
に
た

よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、

直
接
自
分
の
手
で
市
報
を
解
読
し
て
い

た
だ
く
た
め
発
行
す
る
も
の
で
、
対
象

者
の
家
庭
に
は
直
接
発
送
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

野
球
場
に
緑
を
。
…
：
と
束
本
町
１
の

錦
Ⅱ
佐
藤
剛
芸
店
・
佐
藤
喜
夫
（
乃
才
）

さ
ん
は
５
月
吃
日
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
（
７
１

８
年
生
）
高
浜
グ
ラ
ン
ド
へ
副
本
、
市

営
野
球
場
へ
６
本
植
栽
し
寄
贈
し
ま
し

た
。

…

率

蕊
灘
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５
月
号
よ
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5月10日石滝団地婦人会（会長

秋元とみ､）の糸なさんが、 45名集

り花貫花壇の草取り作業をしまし

た。この花壇は6号国道市街地入

り口にあり道行く人達に大変喜ば

れております。

同婦人会では毎年草取りや、清

掃、花植えなど続けて奉仕してお

ります。

rlありがと届
寄贈

松本基さん一下君田

55万円＝中央公民館へ

善意銀行に

佐藤紅夫さん＝高浜町

めぐまれない人へ一

1，450円

松本孝也さん

＝本町

社会福祉のために

70，000円

老人福祉のために

80，000円

中島悦夫さん一十王町

L■…窪"_L 一ノ

莚
云 を実習陶

一
、

中
央
公
民
館
で
は
、
身

体
障
害
者
学
級
を
月
１
回

開
設
し
、
手
話
の
諦
義
な

ど
を
受
講
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
昨
年
、
月
よ
り
陶

芸
実
習
を
は
じ
め
ま
し
た

身体障害者学級

一
人
で
は
、
な
か
な
か
陶
芸
場
へ
行
っ

て
実
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
仲
間
と
共
に
花
瓶
、
皿
、
茶
わ
ん

な
ど
を
作
っ
て
思
い
思
い
の
腕
を
ふ
る

っ
て
お
り
ま
す
。

佐藤先生の指導により

熱心に実習している学級生
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▲バタカをするチビッ子

》
鱗

鴬

よ
か
っ
た
オ
ズ
の
魔
法
使
い
（
ひ
と
こ
と
）

【
子
供
】
（
、
才
秋
小
四
年
）
ち
や
ん
。
小
三
年
）
君

○
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
が
よ
か
っ
た
」
○
「
落
書
と
食
べ
た
こ
と
が
楽
し
か
つ

【
母
親
】

と
駒
木
原
八
一
九
の
二
○
、
佐
川
篤
子
た
。
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
ほ
し
い
。
」
○
「
子
供
に
は

と
石
滝
団
地
、
五
十
嵐
一
弘
（
９
才
高
会
場
が
広
い
か

▲
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
む
子

【
母
親
】

○
「
子
供
に
は

里 四

し
保
育
、
幼
稚
園
児
と
一
諸
に

△落書きも思い思いに

キ
マ
リ
を
守
っ
た
親
・
子

◇
各
レ
ク
、
体
力
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
体

育
指
導
員
の
説
明
、
指
導
を
受
け
て
ル

ー
ル
を
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

◇
午
後
四
時
終
了
後
グ
ラ
ン
ド
を
清
掃

し
ま
し
た
が
、
ゴ
ミ
が
ほ
と
ん
ど
な
く

キ
マ
リ
を
守
っ
て
各
人
が
指
定
さ
れ
た

場
所
や
、
持
ち
帰
え
り
の
た
め
き
れ
い

な
グ
ラ
ン
ド
で
し
た
。

キ
マ
リ
を
守
り
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

旬

一一

大
変
よ
か
っ
た
と
思
う

会
場
が
広
い
か
ら
最
高
で
し
た
。
今
後

に
期
待
し
ま
す
。
」
と
本
町
三
ノ
四
六

、
小
林
愛
子
さ
ん
。

【
父
親
】

○
「
広
い
芝
生
の
上
で
遊
ぶ
こ
と
は
子

供
達
の
た
め
に
大
変
よ
か
っ
た
。
日
立

か
ら
き
て
三
年
目
で
す
が
、
会
場
さ
が

し
に
苦
労
し
ま
し
た
。
今
後
の
企
画
を

期
待
し
ま
す
。
来
て
よ
か
っ
た
。
」
と

石
滝
二
五
九
○
の
三
七
三
浦
信
夫

（
調
才
）
さ
ん
。

【
子
供
会
〕

○
「
詑
名
を
連
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
を
開
放
し
て
の
企
画
は
大
変

よ
か
っ
た
。
落
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
う
ち

の
子
供
会
が
一
番
よ
か
っ
た
の
で
は
。
：

：
。
。
」
と
島
名
朝
日
子
供
会
会
長
佐
野

徹
夫
さ
ん
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
も
一
役

市
内
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
１

団
は
、
鈴
木
朝
夫
隊
長
外
喝
名
の
団
員

で
「
み
ん
な
友
だ
ち
運
動
」
に
協
力
し

会
場
整
理
や
、
・
コ
ミ
収
集
な
ど
の
奉
仕

活
動
を
し
ま
し
た
。

り
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

先
塙

~
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